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のが ESTCであり， これは，世界最大の遡及 MARCであり，現在5つの大陸に
存在する 950の図書館の蔵書を基にした 100万箇所以上の所在情報を持った約20万
点の文献を収録している。 100年前に Bullenの印刷目録がモデルとなって各種の
目録が作られていったように， ESTCは， ドイツ， オラソダ， スカソジナピア地
























































道ではあるが， 1つのロ マソを持って19世紀刊本のマイクロ化を始めたの もそのた
めなのである。
























































いところである。現在刊行中の "NineteenthCentury Short Title Catalogue" 
が，他の図書館に所蔵されている資料についての費重な情報源となるであろう。
17 この企画のユニークな特長の 1つは，北アメリカ， ョーロッパ，およびオース
トラリアの主な書誌ネットワークを通じて，マイクロ化される各資料についての
MARCレコードが備えられるということである。 これらの MARCのデー タは，























































































A Bibliography of the English Language 























































よって「明治文化全集」 刊行という偉業がなしとげられ，柳田泉 • 木村毅ら早稲田
の先翡の先生がたもこれに協力，推進に力を尽された。これらは政治 ・経済 ・芸術
・教育などの全分野にわたっての大事業であった。私たちはこれを現代の立場から
継承，発展させ新しい技術を採り入れ，明治期に作り出された咬料の全体（象をさら
に徹底的に明らかにする必要を感じている。現代に生きる者の歴史への責任を果す
という意味において，将来， このプロジェクトが全国的なものとして成長し，欧米
における同種のプロジェクトと肩を並べられる日がくることを強く希望する。
2. 目的
新中央図占館芯工を契機に，図書館として真に意義のある泌念事業とすること。
第 1の目的はあくまで早稲田大学図害館所蔵のすべての明治期資料をマイクロ化し
て保存するためであり，販売を優先するものではない。従って撮彩，製作は順次す
ペての明治期刊行物を対象としていくものとする。
1 早稲田大学所蔵明治期刊行物をすべてマイクロ化し，明治期狩料を分淵保存し
て後世に伝えること。
2 早稲田大学図書館所蔵の和書データベース作成のための遡及入力の一瞑として
行うこと。
3 未所蔵明治期資料を可能な限り収集すること。
4 このプロジェクトを通じてわが国における資料保存学の確立を目指すこと。
3. 対象
早稲田大学所蔵明治期全資料
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総数約12万冊
単行害類約 6万冊
4. 作成計画
1 期間
逐次刊行物類約 6万冊
単行書類および逐次刊行物類それぞれ約 6万冊をマイクロ化するためには，年間
約4000冊を処理するとして15年間を必要とする。この15年間を 3期に分け， 5年で
1期分を完了させるようなスケジュールにしたいと考える。それは， このような長
期に亘る プロジェクトを完成させるためには， 5年間毎にレビューし直し作成計画
を見直す必要があると考えるからである。
2 撮影方法
マイクロフィッジュで作成する。
その理由は
① 1冊につき 1枚のフィッ‘ンュでかなりの資料が撮影できること。
② 他機関の所蔵資料を追加し拡張してゆく場合に操作しやすいこと。
③ 七ット領布以外の個別額布にも対応しやすいこと。
5. その他
1 データベースの作成
早稲田大学図書館は，現在学術情報システムを構築中である。その一環として早
稲田大学図書館が所蔵する明治期資料について遁算入力を行うことは，和書につい
ての遡及入力をスタートすることであり，学術情報システムの樅築にむけて非常に
重要な作業となる。わが国では未だ明治期刊行物のデータペースが存在していな
い。早稲田大学図雷館が，部分的にせよ明治期資料についてのデータベースを構築
する意義はきわめて大きいと考える。
2 リプリント版の作成
明治期資料をマイクロ化する今回の事業は，現物調査および書誌作成作業を前提
としてお り，未知の文献が多数発掘されることが予想される。イギリスにおいて行
われている19世紀刊本のマイクロ化事業 NSTCを例にとると， ある分野の専門研
究者でさえ知らなかった文献が，半数近くを占めていたと言われる。明治期資料の
マイクロ化を進めていく過程で新たに発掘された未知の文献を復刻し， リプリソト
版として社会に公開することは，資料をマイクロ化してゆくこととともに，今回の
重要な仕事の 1つと考える。明治期の資料は数がきわめて少なくなっている。資料
の消滅は明治文化のある意味での消滅でもある。このような明治文化の消滅を防ぎ，
明治期研究の益々の活性化を図るうえで，発掘された未知の文献および重要文献の
リプリソト版を作成することは， きわめて意義深い仕事となろう。
（やまもと のぶお 明治期資料マイクロ化事業室）
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